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• 脳小血管障害の治療法の開発に興味のある企
業、自治体、研究室等

• 医薬品関連企業

マウス脳小血管の病理・生化学・機能解析と
これらの解析を通した薬剤のスクリーニングが
可能です。

脳神経内科学分野・分子神経疾患資源解析学分野
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脳小血管病の病態メカニズムの解明
～ 脳小血管の線維化とその制御法の開発 ～
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脳血管の機能障害によって発症する病気を、脳
小血管病と呼びます。脳小血管病の理解は遅れて
おり、これまで多くが見逃されてきました。です
が実は、脳小血管病はアルツハイマー病と共に認
知症の大きな原因の一つで、アルツハイマー病の
進行とも深く関与しています。
我々は、HTRA1と呼ばれる遺伝子の変異に
よって発症する脳小血管病のモデルマウス
(HTRA1-/-マウス)を用いた研究から、脳小血管
病の原因には、脳血管へのマトリソームと呼ばれ
るタンパク質群の蓄積が深く関与していることを
発見しました。マトリソームは、細胞を支える
クッションのような構造物ですが、過剰な蓄積は
臓器の硬化を引き起こし、結果として正常な機能
を障害します。また、カンデサルタンという薬を、
モデルマウスに飲ませることによって、このマト
リソームタンパク質の蓄積が低下し、モデルマウ
スに見られる脳小血管の機能障害を防ぐことがで
きることを発見しました。
「健やかに老いる」をテーマとし、脳小血管病

のより詳細なメカニズムと、より有効な治療法を
開発することによって、社会に貢献していきます。

カンデサルタンによるHTRA1－/－マウス脳血
管のマトリソーム蓄積抑制による脳小血管病
症状の抑制
カンデサルタンは、HTRA1－/－マウス脳血管
でのマトリソーム蓄積を軽減させ、血管の硬
化や血流の低下といった脳小血管病症状を抑
制させる。
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